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再 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 林道事業（過疎山村地域代行林道事業） 

地 区 名 中口尤線 

事業箇所 北設楽郡設楽町津具 地内 

事業のあ

らまし 

 本路線は北設楽郡設楽町北東部に位置し、主要地方道東栄稲武線と県道津具大嵐停車場線を結

ぶ、総延長6.6km、利用区域面積300haの幹線林道である。 

 当路線を開設する区域は、路網が未整備のため、間伐等の森林整備がほとんど行われていなか

った。このため、林道を開設することにより、効率的に森林整備を進め、木材の生産性向上を図

るため、平成１８年度から事業を実施してきた。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

森林整備の効率化 

 林道を開設することにより、事業着工後、間伐等の森林整備を、１年当たり利用区域面積300ha

の 1%実施する。 

【副次目標】（必要に応じて記載する） 

計画変更

の推移 

事前評価時 再評価時 変動要因の分析 

事業期間 H18～H28 H18～H28 地元調整の結果、線形を変更

したことに伴う延長及び事業

費の減 

事業費（千円） 1,084,500 986,800 

経費

内訳

工事費 1,084,500 986,800 

用補費 － － 

その他 － － 

事業内容 

林道開設 

延長 7,232m 

幅員 4.0m 

林道開設 

延長 6,579m 

幅員 4.0m 

Ⅱ 評価

①
事
業
の
必
要
性
の
変
化

1) 必 要性

の変化 

【事前評価時の状況】 

 区域内では森林整備の実施が必要であるにもかかわらず、必要な路網整備がなされていな

いため、森林林整備が実施されていない状態にあります。 

【再評価時の状況】 

 林道の開設にともない、順次、間伐等の施業が実施され、林道開設の効果が発揮されつつ

あります。 

【変動要因の分析】 

 特に大きな変動要因はなし。 

と 

判定 

Ｂ
A： 事業着手時に比べ必要性が増大している。 

B： 事業着手時に比べ必要性にほとんど変化がない。 

C： 事業着手時に比べ必要性が著しく低下している。 

【理由】 

 現地の状況及び林業をとりまく状況に大きな変化はないため 

（別紙５）
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②
事
業
の
進
捗
状
況
及
び
見
込
み

1) 進捗状

況 

【事業計画及び実績】 

【進捗率】 

これまでの計画に対する達成状況 全体進捗状況 

計画 

【①】 

実績 

【②】 

達成率(%)

【②÷①】 

計画 

【③】 

進捗率(%)

【②÷③】 

延 長(km) 4,000 2,101 52.5% 6,579 31.9%

事業費(億円) 604,250 343,748 56.9% 986,800 34.8%

工事費 604,250 343,748 56.9% 986,800 34.8%

用補費 - - - - - 

その他 - - - - - 

2) 未着手

又は長

期化の

理由 

 線形変更を行う必要があったこと、また、地形急峻で法面保護工等を多用する必要があっ

たことから、当初計画に対し進捗が遅れている。 

3) 今後の

事業進

捗の見

込み 

【阻害要因】 

なし 

【今後の見込み】 

進捗に遅れがあるが、予算を集中することにより予定工期内の完了を目指す。 

判定 

Ｂ

A： 事業は順調であり、計画通り確実な完成が見込まれる。 

B： 多少の阻害要因があるが、一定の期間等を要すれば、解決できる見通しが

あり、ほぼ計画通りの完成が見込まれる。 

C： 阻害要因の解決が困難で、現時点では、事業進捗の目処がたたない。 

【理由】 

進捗に遅れはあるが、ほぼ計画通りの完成が見込まれるため。 

Ⅲ 対応方針 

継続
中止：上記①～③の評価で一つでもＣ判定があるもの。 

継続：上記以外のもの。 

Ⅳ 事後評価実施の有無と主な評価内容 

■対象（事業完了後 年目） □対象外  

【事業完了後５年を越えて実施する理由・対象外の理由】 

【主な評価内容】 

間伐等の森林整備状況から事業効果を確認します。

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
調査・設計
林道開設工事
その他
計画
実績

工種区分

事業費
（千円） 254,149

354,250 250,000
89,599

382,550


